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本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量
フォワーダ

片道運搬距離 数量
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付きﾄﾗｯｸ
片道運搬距離 数量 林地傾斜 延長

2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

506い2 水かん スギ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 3.00 33 24 1,088 586 0.54 345 7 352 全木 586 ﾌﾟﾛｾｯｻ 352 935 352 中 丸森町役場 14.8

506い3 水かん スギ 46 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.58 33 24 217 113 0.52 68 1 69 全木 113 ﾌﾟﾛｾｯｻ 69 858 69 緩 丸森町役場 14.8

506い6 水かん スギ 95 誘導伐 複層伐 0.89 47 28 285 311 1.09 230 18 248 全木 311 ﾌﾟﾛｾｯｻ 248 1114 248 急 丸森町役場 14.8
皆伐協議（６月）
伐採可能時期：８月以降の見込

506ろ1 水かん ヒノキ 35 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 5.21 33 24 1,296 477 0.37 286 286 全木 477 ﾌﾟﾛｾｯｻ 286 121 286 緩 丸森町役場 14.8

506ろ2 水かん ヒノキ 33 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.09 33 24 268 99 0.37 60 60 全木 99 ﾌﾟﾛｾｯｻ 60 79 60 緩 丸森町役場 14.8

506ろ3 水かん ヒノキ 31 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 1.35 33 24 336 124 0.37 74 74 全木 124 ﾌﾟﾛｾｯｻ 74 114 74 中 丸森町役場 14.8

506ろ4 水かん ヒノキ 31 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 0.55 33 24 139 51 0.37 30 30 全木 51 ﾌﾟﾛｾｯｻ 30 64 30 緩 丸森町役場 14.8

506ろ9 水かん スギ 90 一般 皆伐 2.05 100 18 3,126 1,146 0.37 692 179 871 全木 1,146 ﾌﾟﾛｾｯｻ 871 152 871 中 丸森町役場 14.8
皆伐協議（６月）
伐採可能時期：８月以降の見込

506る2 水かん スギ 65 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐3残） 3.06 25 28 612 571 0.93 311 31 342 全木 571 ﾌﾟﾛｾｯｻ 342 526 342 緩 丸森町役場 14.8

506わ 水かん スギ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐（1伐2残） 7.17 33 22 2,721 1,233 0.45 720 19 739 全木 1,233 ﾌﾟﾛｾｯｻ 739 219 739 中
C-80
30㎥

鉄板5-10（３ｍ）
20枚（90日間）

丸森町役場 14.8

合計 24.95 10,088 4,711 0.47 2,816 255 3,071 4,711 3,071 3,071 0 9,631 0 0
0.45㎥

20h

１ 量の端数は単位以下第１位を四捨五入し、単位止めとする。
２ 面積は伐採面積とする。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄は以下の区分とする。
　　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上
４ 森林作業道作設の土質等欄は、作設に当たり特に留意する必要がある場合に記載する。
５ 最寄りの市町村役場（支所含む）からの距離欄は、物件番号毎の代表箇所について市町村役場を記入し、距離は単位以下第１位止めとする。
６ 伐採箇所、土場、森林作業道作設予定線(既設集材路含む）、編柵および沢については、作業計画図に図示する。

７ その他必要な項目があれば備考欄に記載する。

伐採方法

　　令和８年度　　　林分条件調査表
森林管理署 仙台森林管理署
物件番号
物件名 製品生産及び森林環境保全整備事業（青葉南国有林）

林小班
保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分 面積
伐
採
率

平均
胸高
直径

立木資材量 生産量
最寄り市町村
からの距離 備　考

伐倒 集・造材 小運搬巻立 森林作業道作設 林地保全
土場

作設等
砂利
数量

薬剤
散布

（ｽﾐﾊｲﾝ）

予定作業量

鉄板
規格*枚数


